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１ ．はじめに
後期更新世のユーラシア大陸から北アメリカ大陸の

北部には，マンモス動物群が広く分布していた．同時
代の日本列島においても，マンモス動物群が分布して
いたことは，北海道から中部地方において産出する哺
乳類化石から知ることはできるが，これまで発見され
たこの動物群に関係する化石の量は少なく，日本列島
におけるマンモス動物群の様相については，断片的に
しかわかっていないのが現状である．

著者らは，現在行われているふたつの科研費補助金
研究である新学術領域研究「パレオアジア文化史学－
アジア新人文化形成プロセスの総合的研究（課題番号
16H０64０7）」ならびに基盤研究（B）「東アジアの古代
湖『琵琶湖』の固有種成立過程の解明のための総合的
研究（課題番号18H０133０）」の研究の一環として，黒

竜江省のハルビン市および大慶市を訪問し（図 1 ），
この地におけるマンモス動物群の概要について知るこ
とができた．また，それらは，日本のマンモス動物群
の研究を進めるために，多くの情報が含まれており貴
重な資料と考えられることから，ここに訪問の概要を
紹介するとともに日本のマンス動物群について総説的
に述べる．

２ ．マンモス動物群とは何か
まず簡単にマンモス動物群について説明する．マン

モス動物群は，中－後期更新世にユーラシア大陸北部～
北米大陸北部にかけて広がったマンモスゾウを中心と
する寒冷～冷涼な気候に適応した哺乳動物群である．
この名称を最初に使ったのは，当時，中国科学院古脊
椎動物研究室の研究員であった裴�文中である（Kahlke�
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1999）．彼は，英文で中国の第四紀哺乳類の地理分布を
報告したが，この中で東北部の黒竜江省や吉林省ある
いは内モンゴル地域の動物群を，マンモスゾウとケサイ
を中心とする動物群という意味でそれらの学名を使っ
た antiquitatis-primigenius� fauna あるいは primigenius-
antiquitatis�fauna という言葉を使った（Pei�1957）．そ
の後，中国科学院古脊椎動物与古人類研究所の研究員
であった周�明鎮らは，この動物群を猛瑪象披毛犀動
物群と呼び，その論文についている英語のアブスラク
トでは Mammuthus-Coelodonta� fauna とした（古脊椎
动物研究所高等脊椎动物组 1959）．類似した名称とし
て Mammuthus-Coelodonta�Faunal�Complex という用
語も Kahlke（1994）によって使われた．これらの名
称は，マンモスゾウとケサイが高頻度で産出する後期
更新世のユーラシア大陸北部における研究を基に作ら
れたものであるが，北アメリカ大陸においては，この
動物群の要素は存在するもののケサイは存在しないこ

とからこの Mammuthus-Coelodonta� fauna は適してい
ないことになる．したがって，この動物群の名称とし
て，ユーラシアにおいてもマンモス動物群（Mammoth�
fauna）と呼ばれることは一般的となっている．国内
においては，松本（1937）が現在のサハリンからマン
モスゾウの臼歯化石が発見されたことを報告するなか
で，そのアブストラクトに the�common�mammoth-
fauna という言葉を使っている．また，亀井（1965）
は日本の第四紀の動物相を説明するなかでマンモス動
物群の名称を使ったが，地学事典によればこれがマン
モス動物群という名称が命名された論文としている
（地学団体研究会地学事典編集委員会編�1981）．

マンモス動物群の中心的動物であるマンモスゾウ
は，少なくとも約4０万年前に東シベリアで誕生してい
た（Lister�and�Bahn�2００7）．そして，後期更新世末
までには，ユーラシア大陸や北米大陸の北部にまで分
布域を拡大した（図 2 ）．

図 １ ．ハルビン市および大慶市の位置図．

図 ２ ．後期更新世におけるマンモスゾウの最大分布（Kahlke ２0１5）．
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マンモス動物群がユーラシア大陸北部の広大な地域
に拡大した約 4 ～ 3 万年前，その分布の中心部におけ
る構成種は，マンモスゾウ（Mammuthus primigenius），
ケサイ（Coelodonta antiquitatis），トナカイ（Ragifer 
tarandus），バイソン（Bison priscus），ノウマ（Equus 
przewalskyi），サイガ（Saiga tatarica），ホッキョクギ
ツネ（Vulpes lagopus），ホラアナハイエナ（Crocuta 
crocuta spelaea），ホラアナグマ（Ursus spelaeus），ス
テップナキウサギ（Ochotona pusilla），ホッキョクウ
サギ（Lepus arcticus），レミング類，ハタネズミ類な
どの草原棲の動物たちであった．こうした分布の中心
部には，温帯性の動物や森林性の動物が見られないの
が特徴である．

動物群というとそれを構成している種が集団で移動
しているような錯覚を与えるが，実際にはある環境に
適応した動物たちが種単位で生息しているだけで，そ
うした種がいつも一緒になって群として移動している
わけではない．種はそれぞれに適した環境に生息し，
環境変化に対する適応力の限界も異なっていることか
ら，動物群とよばれているものの分布の縁辺部では，
中心部とは種の構成が異なっていることが一般的であ
る．マンモス動物群の場合にも，分布の中心部では寒
冷な草原環境に適応した動物たちが生息していたが，
その分布の南縁部では温帯地域の動物たちが含まれて
いたり，山地が近い場所ではやや高い標高に生息する

動物たちが混じっていたりもした（Markova�and�
Puzachenko�2００7）．

マンモスゾウの分布が最も南へ拡大した時期は，
MIS�3 の後半期にある．それらは，ヨーロッパではス
ペインのグラナダ市（35.8～25.7�ka�BP（4０.4～3０.6�
cal�ka�BP），Álvarez-Lao�et�al.�2００9），イタリア北部
のポーバレー（34.5～33�ka�BP（47.5～39.7�cal�ka�
BP），Gallini�and�Sala�2００1），東アジアでは中国山東
省の済南市（33�ka�BP（37.5�cal�ka�BP），Takahashi�
et�al.�2００7）などが知られている．北アメリカ大陸で
はその中部あたりにまでマンモスゾウの産地がある
が，その南限の産地の年代はよくわかっておらず，そ
れより北に位置するサウスダコタ州ホットスプリング
における年代は，26～25�ka�BP（3０.9～29.9�cal�ka�
BP）（Álvarez-Lao�et�al.�2００9）とされている．こう
したマンモスゾウの南限の緯度は，ユーラシア大陸や
北アメリカ大陸でもおおよそ北緯36～37度であり，ほ
ぼ一致している．MIS�3 後半には，ハインリッヒイベ
ント 4（38.０�cal�ka�BP），3（31.０�cal�ka�BP），2（24.０�
cal�ka�BP）などが記録されているが，この時期には
ダンスガード・オシュガーサイクルと呼ばれている気
候の寒暖が繰り返された時期でもある（図 3 ）．こう
した中で，どのようにしてマンモスゾウをはじめ草原
性の動物たちが最も南下したのかは，興味のある課題
である．

図 3 ． 中国葫芦洞（Hulu cave）の石筍（上）とグリーンランドの氷床（下）から測定された後期更新世後
半の酸素同位体比．

　　　 MIS 3 の複雑な気候変化が読み取れる．H：ハインリッヒイベント，YD：ヤンガードリアス期（Wang 
et al. ２00１）．
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3 ．黒竜江省ハルビン市と大慶市の標本見学
私たちが，まず最初に訪問したのは大慶博物館であ

る（図 4 ）．大慶博物館は，黒竜江省の首都ハルビン
市から北西に16０�km の大慶市にある．高速道路を使
えば車で 2 時間ほどで到着する．大慶博物館は1964年
に作られた大慶展示館を前身として，2００8年に新しい
博物館の一般公開が始まった．周辺地域から収集され
た後期更新世末期のマンモス動物群の化石を中心に2０
万点以上が収蔵されている．

この博物館の展示が素晴らしいことは，以前から聞い
ていたが，実際にその展示を目の当たりにしてみると，
写真で見ていた何倍もの迫力があり，興奮せずにはいら

れなかった．そうした高ぶる気持ちを抑えながらひとつ
一つの展示標本をていねいに見学した．

大慶博物館に展示されている標本には，マンモスゾ
ウ，ケサイ，トナカイ，バイソン，オーロックス，ノウマ
などの典型的なマンモス動物群の動物たちを含んでいる
が，そのほかにも温帯性のオオツノジカ（Megaceros 
ordosianus），スイギュウ（Bubalus wansjocki），イノシシ
（Sus scrofa），トラ（Panthera tigris）や乾燥地帯のラク
ダ（Camelus knoblochi）なども含んでおり，北方のマン
モス動物群の構成種とはやや異なっていることがわかる．

中国の北方の地域に温帯の動物相が混在する原因に
ついては，Tong（2００7）は，度重なる気候の寒暖の

図 4 ．大慶博物館正面外観．

図 5 ．黒竜江省博物館（ハルビン市）の松花江マンモスゾウ．
　　　 頭部や切歯はレプリカが使用されていた．実物は収蔵庫に保管されているとの

ことであったが，その管理は博物館の研究者以外の者がおこなっており，博物
館の研究者が研究する場合も手続きは面倒であるとのことであった．
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変化によって，温帯の動物相が北方にまで分布を拡大
したことや，こうした動物には熱帯だけに生息するよ
うな本当に暖かい気候を好む種は含まれていないこと
を指摘している．

大慶博物館で見たのと同様な化石は，ハルビン市の
黒竜江省博物館の展示物（図 5 ）や同じくハルビン市
内の個人の化石保管場所（図 6 ）でも見ることができ
た．大慶博物館の展示の中でもひときわ目を引くのは
バイソンなどの隊列展示である（図 7 ）が，事情を知
る人に聞いたところでは，これに使用されている全身

骨格標本は 1 個体を復元したものではなく，いくつも
の個体の標本を寄せ集めて作っているとのことであっ
た．そのことは，ハルビン市内の化石保管場所で，
様々な種類と部位の骨格化石が山積みされている様子
を見学した時に納得することができた．このようない
くつもの個体の標本を寄せ集めて 1 個体分の全身骨格
を復元している様子は，何頭ものマンモスゾウの全身
骨格標本が並んでいる展示においても同様であった
が，2００2年に黒竜江省賓県で発見された標本と2００9年
に黒竜江省青岡県で発見された標本については，約9０

図 6 ．ハルビン市内で発見され，収集された化石の一部（ハルビン市）．

図 7 ．大慶博物館のバイソンやオーロックスなどの隊列展示．
　　　右壁面にはバイソンの頭骨が並ぶ．
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パーセントの部位が産出した個体を組み上げたもので
あると表記されていた（図 8 ）．

しかしその一方で，ハルビン市内で見学した化石の
中には，まとまった 1 個体のバイソンやオーロックス
の標本も多数見受けられ，ハルビン市周辺からのマン
モス動物群化石の産出量や保存の良さに改めて驚かさ
れた（図 9 ）．

これらの様々な種類の動物たちがまったく同じ時代

のものなのか，それとも厳密にいえば若干は異なる時
代に生息していたのかといった問題については，一つ
ひとつの標本を年代測定したうえで十分に検討する必
要があるが，そのような研究はまだ行われていなかっ
た．

金・河村（1996）は，中国東北部の後期更新世の動
物群をまとめる中で，51か所の産地をあげ，このうち
18地点の絶対年代を表で示している．これらは大まか

図 8 ．マンモスゾウの復元骨格展示．
　　　 手前の ２ 頭は保存良好な同一個体を組み立てたものだが，残りは別個体の標本を組

み合わせたもの．

図 9 ． ハルビン市内から発見され，組み立てられたバイソン（奥）とオーロックス（手前
２ 頭）．

　　　これらはそれぞれ １ 体分の骨格によって組立られている．



─ 49 ─

にいえば年代測定できたものは 4 ～ 1 万年前（暦年未
較正）の時代のものであることが示されているが，そ
れらは199０年以前に測定されたものであり，厳密な年
代の議論をするためには，再度この地域の資料を測定
することが望ましいように思われる．例えば，内モン
ゴル自治区のザライ・ヌルから発見されたマンモスゾ
ウ化石は，以前には33,8００±17００�yr�BP（黎ほか�
1984）とされていたが，最近になって再測定された値
は，43,5００＋998�/�-888�yr�BP（Zhang�2０18）とされ
ており，その年代は1０００年も古くなった．

こうした意味で厳密な時代を決定することはできな
いが，今回，大慶市やハルビン市で観察した動物化石
は，時代的にはおおよそ後期更新世後半から最終氷期
最盛期（LGM）にかけての動物たちであること，動
物地理的には寒冷な動物相と温暖な動物相の境界域の
動物たちであることは確かである．こうした動物化石
は，更新世後期以降に，どのようにして現在の中国の
動物相が出来上がっていったのかを教えてくれる貴重
な化石たちである．ただ，残念なことに大慶博物館に
保管されている標本は，今のところ登録管理が十分に
できていないようで，個々の標本の産出データを博物
館は把握していないようであった．また，外部の研究
者が調査するための許可を得ることや，ましてや年代
測定などのために資料の一部を持ち出すことなどは，
容易ではないことを実感した．

4 ．日本のマンモス動物群
先に述べたように日本におけるマンモス動物群に関

係した哺乳類化石は種類も数も非常に限られている．
それらはマンモスゾウ，バイソン，オーロックス，ヘ
ラジカなどである．このほか山口県美祢市などで発見
されているオオヤマネコもマンモス動物群の一員であ
るという報告もあるが（長谷川ほか�2０11），この点に
ついては資料がまだ十分とはいえない．

マンモスゾウは，北海道においては13点の化石が発
見されているが，それらはすべて臼歯の化石であり，
まとまった一個体分の化石がでるような産地は今のと
ころはない．これらのうち AMS14C 測定によって報
告されている年代値は，45,11０±48０～16,25０±9０�yr�
BP であり（高橋ほか�2０13），これを暦年較正すると
およそ4.8～ 2 万年前となる．これより古い年代にも
マンモスゾウは北方から渡来したかもしれないが，そ
れは14C の測定限界を超えていることからわかってい
ない．本州でも，マンモスゾウの臼歯化石が島根沖の
日本海から発見されているが，これは漂着したものと
されている（亀井�199０；高橋�199０；関本ほか�2００4）．

バイソン化石は，北海道では，北広島市や八雲町か
らツノ化石，浦河町から椎骨（環椎）化石が発見され

ている（長谷川ほか�1972；赤松ほか�1999，木村�
2００4）．八雲町からのバイソンの年代は，17,9００±9０�
yr�BP と報告されている（赤松ほか�1999）．本州では
岩手県一関市花泉町からは多くのバイソンの骨（図
1０）と共にオーロックスの化石も発見されているとの
報告がある（直良�1959）．花泉の年代測定値は，1993
年に報告されたものが最も新しいが，その値は4,98０
±14０～24,92０±81０�yr�BP である．これらはβ線法で
測定されたもので，層準の上下関係と年代値の並びに
整合性がみられないが，測定値は全体としては後期更
新世後半の年代を示している．また，発掘地にある 4
枚の泥炭層のうち，上から 2 枚目の第 2 泥炭層に AT
火山灰層（約 3 万年前）があることから，発掘地の年
代はこの前後の年代であると考えられる．この報告書
には，同様の方法で測定された産出層準不明のウシ科
の臼歯化石（18,47０±�66０�yr�BP），ナウマンゾウ臼
歯化石（21,43０±�1,26０�yr�BP）の年代値が報告され
ている（花泉遺跡発掘調査団編�1993）が，報告書に
示された年代値は現在の評価からすれば，厳密な意味
でそのまま信じるほどの精度はないと言わざるを得
ず，�AT 火山灰層との層位関係は検討を要する．

また，花泉で産出しているとするバイソンとオー
ロックスの組み合わせは，黒竜江省で見たのと同じ組
み合わせであるが，Norton�et�al.�（2００7）で記載され
ている花泉産の脊椎動物化石リストの中には，オー
ロックスが削除されており，その存在については確認
が必要である．また，花泉から産出するゾウ化石は黒
竜江省で見たマンモスゾウではなく，ナウマンゾウで
ある点は，南限のマンモス動物群の生態を考える上で
興味ぶかい．

バイソンは，栃木県佐野市葛生の洞窟堆積物からも
産出しており，その時代は後期更新世とされているが
詳細はわかっていない（長谷川ほか�2００9）．他にも瀬
戸内海からもバイソンの報告はあるが，これらも中～
後 期 更 新 世 以 上 に 明 確 な 時 代 は 不 明 で あ る
（Matsumoto�1918 ; �Hasegawa�1972；長谷川ほか1999）．

ヘラジカの化石は国内では 6 点発見されているが，
そのうちの 2 点は化石として疑問視されている（長谷
川�1968；Hasegawa�and�Matsushima�1968；野尻湖
哺乳類グループ2０1０）．化石として確かな標本は，岩
手県一関市や花巻市，岐阜県郡上市，長野県信濃町な
どから発見されている．これらの産出年代について
は，直接ヘラジカ化石から測定されたものはなく，同
一地点あるいは同一層準から産出した化石の年代に基
づいて MIS� 3 中頃から MIS� 2 のものとされている．
野尻湖ではナウマンゾウやヤベオオツノジカと同じ層
準から発見されるいるほか，一関市の花泉遺跡では同
一現場からナウマンゾウ，ヘラジカ，オオツノジカが
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産出している．
このように，マンモス動物群を構成すると考えられ

る種と一般的にそれよりも南に分布するナウマンゾウ
に伴う動物群を構成する種が，同じ場所あるいは距離
的にさほど遠くない場所で同じ時代から発見されてい
る例は，上記以外にもある．例えば，北海道由仁町か
ら発見されたヤベオオツノジカのツノ化石の年代は
49,25０±74０�yr�BP（高橋�2００7）であるが，これは同
じ由仁町から発見されているマンモスゾウの年代
（45,11０±48０�yr�BP，Takahashi�et�al.�2００6）に比較
的近い．同じく北広島市（42,54０±32０�yr�BP）や幕
別町忠類（42,82０±51０�yr�BP）で発見されたマンモ
スゾウとナウマンゾウ（41,83０±31０～52,8００±94０�yr�
BP）の年代（高橋ほか�2０13）も近いこと，また，襟
裳岬沖のマンモスゾウの年代（3０,38０±12０�yr�BP，
高橋ほか�2０13）と湧別市で発見されたナウマンゾウ
の年代（3０,52０±22０�yr�BP，Takahashi�et�al.�2００4）
がほぼ同じことなどは，酸素同位体ステージ（MIS）
3 において，寒冷な草原を主な生息地とするマンモス
ゾウ，ヘラジカ，バイソンと温帯性のナウマンゾウや
オオツノジカがいっしょに生息していたかあるいは短
期間での入れ替えをしていた可能性が考えられるが
（Kawamura�and�Nakagawa�2０12；高橋ほか�2０13；
高橋�2０15），年代測定の精度問題も考慮した上に，産
出層準の環境復元も行いながら総合的に検討をしてい
く必要がある（高橋ほか�2０13）．

今回私たちが見た中国東北部で産出している後期更
新世の豊富な化石たちは，同時代の日本にも，豊富な
種類の動物たちが生息していたことを私たちに語って
くれると共に，南限のマンモス動物群がどのような様
相であったのかを教えてくれる貴重な化石たちである
といえる．こうした標本が今後しっかりとした記録と
共に収蔵され，世界中の研究者が自由に携われること
で，より一層の科学的進展が生まれることを期待した
い．
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図１0．岩手県立博物館のハナイズミモリウシの展示（レプリカ）．
　　　 ハナイズミモリウシはバイソンの一種であり，マンモス動物群の一員である．この発見場所の花泉遺跡からは，寒冷な

地域で生息しているヘラジカとそれよりも温暖な地域で生息するナウマンゾウやオオツノジカと共に発見されている．
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